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７ 農産物の生産(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（簡素化）

客体の負担軽減及び施策検討等での利

用が少ないことから、花き類、花木、そ

の他の作物ごとの露地と施設毎の面積を

把握するにとどめ簡素化

また 花き類については母集団情報 作、 （

物統計調査）として必要なことから種類

別の有無を把握

種苗・苗木類は、その他作物に統合（その他の花き類には、花き類の苗を含み、花木には、花木の苗、
苗木を含みます）

花

き

類

・

花

木

露地
ha
(町)(反)

a
(畝)

施設 (a) ㎡

512

502

504

506

510

501

503

505

509

511

514513

き く

カ ー ネ ー シ ョ ン

ば ら

(　　　　　)

そ の 他 の 花 き 類

花 木

515種苗・苗木類 516

（その他の作物は、飼料用作物、肥料用れんげ、青刈り作物、芝な
ど、どの作物欄にも該当しなかった作物の合計を記入してください）

517その他の作物 518

（種苗・苗木類は、野菜、果樹、造林用芝などの種苗及び苗木
の合計を記入してください、花き類・花木の苗、苗木は除きます）

施設 (a) ㎡露地
ha
(町)(反)

a
(畝)

露地
ha
(町)(反)

a
(畝) 施設 (a) ㎡

ha
(町)(反)

a
(畝)

露地 (ａ) ㎡施設

どのような種類を作付け又は栽培しましたか。

切 り 花 類

花 壇 用 苗 も の 類

球 根 類

483

484

1

1

鉢 も の 類 485

486 1

1

488487花 木

489その他の作物 490

ha
(町)(反)

a
(畝)

露地 (ａ) ㎡施設

481花 き 類 482
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７ 農産物の生産(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（簡素化）

客体の負担軽減及び施策検

討等での利用が少ないことか

ら、果樹の露地と施設毎の面

積を把握するにとどめ簡素化

母集団情報（作物統計調査）

として必要なことから栽培果

樹の有無を把握
び わ

1

1

２ 販売目的で栽培した果樹

販売目的で栽培している果樹の栽培面積を記入して
ください。

522

り ん ご

ぶ ど う

お う と う

西 洋 な し

523

524

526

525

1

1

1

1

日 本 な し

も も

527

528

1

1

温 州 み か ん

529

530 1

か き 531

532 1

1その他のかんきつ類

く り

う め 533

534 1

1

キウイフルーツ

パインアップル 536

537

1

1

そ の 他 の 果 樹

535

どのような品目を栽培しましたか。

す も も

1

果 樹 類

ha
(町)(反)

a
(畝)

522

露地 (ａ) ㎡

521

施設
露地

ha
(町) (反)

a
(畝) 施設 (a) ㎡

２ 販売目的で栽培した果樹

販売目的で栽培している果樹の栽培面積を記入し
てください。

(その他の果樹は、さくらんぼ、すもも、いちじく、キウイフルー
ツなどの合計を記入してください)

531

537

539

541

543

551

521

523

525

527

529

522

524

526

528

530

532

538

540

542

544

552

549 550

なつみかん

その他のかんきつ類

か き

く り

う め

その他の果樹

り ん ご

ぶ ど う

日 本 な し

も も

温州みかん

( )
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７ 農産物の生産(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

（変更なし）

母集団情報(畜産統計調査）として必

要なことから継続

３　販売目的で栽培したきのこ類

　　過去１年間に販売目的で栽培したきのこ類を○で囲ん
でください。　　　　　　　

(該当するものすべてを○で囲みます)

えのきたけしいたけ しめじ類 まいたけ そ の 他

561 1 1 1 1 1

４　販売目的で飼っている家畜等

　　販売目的で飼っている家畜の頭羽数を記入してください。

（１）乳用牛（搾乳目的で飼っている牛）
頭

572

573

２ 歳 ( 2 4 か 月 齢 ) 以 上

２ 歳 ( 2 4 か 月 齢 ) 未 満

３ 販売目的で飼っている家畜等
販売目的で飼っている家畜の頭羽数を記入し

てください。

（１）乳用牛（搾乳目的で飼っている牛）

頭

572２歳( 2 4か月齢)以上

573２歳( 2 4か月齢)未満
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７ 農産物の生産(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更無し）

母集団情報(農業経営統計調査）とし

て必要なことから継続

（変更無し）

母集団情報(農業経営統計調査）とし

て必要なことから継続

頭

（２）肉用牛

576

577

578

579

580

581

582

計 (576～582までの計)

和 牛な
ど の肉
用 種

和 牛と
乳 用種
の 交雑
種

肉 用と
し て飼
っ てい
る 乳用
種

子 取 り 用 め す 牛
（子取り用にする予定の子牛を含みます）

肥 育 中 の 牛
（ 肥 育 す る 予 定 の 子 牛 を 含 み ま す ）

売 る 予 定 の 子 牛 等

肥 育 中 の 牛
（ 肥 育 す る 予 定 の 子 牛 を 含 み ま す ）

売 る 予 定 の 子 牛

肥 育 中 の 牛
（ 肥 育 す る 予 定 の 子 牛 を 含 み ま す ）

売 る 予 定 の 子 牛

頭

（３）豚

584

585

子 取 り 用 め す 豚
（ ６ か 月 齢 以 上 ）

肥 育 中 の 豚
（肥育する予定の子豚、種豚を含みます）

581

（２）肉用牛

575

576

577

578

579

580

和 牛 と
乳 用 種 の
交 雑 種

肉用として
飼っている
乳 用 種

子取り用めす牛

頭

肥 育 中 の 牛

売る予定の子牛等

和牛などの
肉 用 種

肥 育 中 の 牛

売る予定の子牛

肥 育 中 の 牛

売る予定の子牛

（３）豚

頭

583子 取 り 用 め す 豚

584肥 育 中 の 豚
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７ 農産物の生産(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更なし）

母集団情報(農業経営統計調査）とし

て必要なことから継続

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

（変更なし）

母集団情報(農業経営統計調査）とし

て必要なことから継続

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

十 羽万 千 百

（４）採卵鶏

　　卵の販売目的で飼っている採卵鶏（ひなどりを含
む）を記入してください。

590飼 っ て い る 羽 数

十 羽万 千 百

（５）種鶏

　　採卵用及びブロイラー用のひなの生産を目的とする
種卵採取を行うための鶏(おすを含む)を記入してくだ
さい。

591
飼 っ て い る 羽 数
( ６ か 月 齢 以 上 )

十 羽万 千 百

（６）ブロイラー

592過去1年間に出荷した羽数

十 個万 千 百

（７）鶏のふ卵、育すう

 　　鶏のふ卵、育すうについて記入してください。

594ひなの年間出荷羽数
(初生びなは除きます)

593ふ卵器の最大入卵可能個数

十 羽万 千 百

十 羽万 千 百

585採 卵 鶏

（４）採卵鶏

卵の販売目的で飼っている採卵鶏（ひなどり
を含む）の羽数を記入してください。

（５）ブロイラー

過去１年間に出荷したブロイラーの羽数を
記入してください。

十 羽万 千 百

586ブ ロ イ ラ ー
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７ 農産物の生産(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（追加)

きのこ類、種鶏、鶏のふ卵、育すうの

把握をやめたが、これらを行っている農

林業経営体が、農産物の生産に記入がな

いにもかかわらず、農産物販売金額に記

入する場合が考えられることから、チェ

ック項目として追加

４ 上記以外の販売目的で実施した経営
栽培きのこや馬等の飼養、養蚕、養蜂など、農

産物の生産のどの項目にも該当しない農業経営
を行っていますか。　　　　　　　

587

行 っ て い る

行 っ て い な い 2

1
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８ 農産物の販売

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更）

直接金額を記入することへの抵抗感に

より、2005年調査で記入を拒否する事例

が多くあったことから、グレード別の把

握に変更

十 万円億 千 百

【 ７ 】  農産物の販売

１　過去１年間の農産物の販売金額（売上高）の合計は
どれくらいですか。　（畜産物、まゆ、栽培きのこも含
みます）

601

販売なし

販売あり

(該当に○印を記入します)

３ ～ ５ 億 円

01

【 ７ 】 農産物の販売

１ 過去１年間の農産物の販売金額（売上高）
の合計はどれくらいですか。　（畜産物、ま
ゆ、栽培きのこも含みます）

11

10

09

08

07

06

05

04

03

02

15

14

13

12

601

販 売 な し

１ ５ 万 円 未 満

１５ ～ ５０万円

５０ 　　～　 １００万円

１００ ～ ２００万円

２００ ～ ３００万円

３００ ～ ５００万円

５００ ～ ７００万円

７００ ～ １０００万円

１０００ ～ １５００万円

１５００ ～ ２０００万円

２０００ ～ ３０００万円

３０００ ～ ５０００万円

５ ０ ０ ０ 万 　 ～ 　 １ 億 円

１ ～ ３ 億 円

16

17５ 億 円 以 上
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８ 農産物の販売(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更なし）

基本的項目として継続

※一位部門、単一経営、複合経営の判

定指標及び生産農業所得統計の推計

に利用

２ 農産物の部門別販売金額の順位とその割合
過去１年間に農産物の販売のあった場合に記

入してください。

割１
位

２
位

３
位

603 1 2 3

604 1 2

605 1 2

3

3

606 1 2 3

607 1 2

608 1 2

3

3

609 1 2 3

610 1 2

611 1 2

3

3

612 1 2 3

613 1 2

614 1 2

3

3

615 1 2 3

617 1 2

616 1 2

3

3

水 稲 ・ 陸 稲

麦 類

雑穀・いも類・豆類

工 芸 農 作 物

露 地 野 菜

施 設 野 菜

果 樹 類

花 き ・ 花 木

そ の 他 の 作 物

酪 農

肉 用 牛

養 豚

養 鶏

そ の 他 の 畜 産

養 蚕

割
１
位

２
位

３
位

２ 農産物の部門別販売金額の順位とその割合

過去１年間に農産物の販売のあった場合に記入し
てください。

603 1 2 3

604 1 2

605 1 2

3

3

606 1 2 3

607 1 2

608 1 2

3

3

609 1 2 3

610 1 2

611 1 2

3

3

612 1 2 3

613 1 2

614 1 2

3

3

615 1 2 3

617 1 2

616 1 2

3

3

水 稲 ・ 陸 稲

麦 類

雑 穀 ・ い も 類 ・ 豆 類

工 芸 農 作 物
(たばこ、茶、さとうきび、こんにゃくいもなど)

露 地 野 菜

施 設 野 菜

果樹類(露地及び施設栽培)

花き・花木(露地及び施設栽培)

そ の 他 の 作 物
(芝、種苗、牧草、栽培きのこ類など)

酪 農

肉 用 牛
(肉用として飼っている乳用種を含みます)

養 豚

養鶏(ブロイラーを含みます)

その他の畜産(養蜂を含みます)

養 蚕
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８ 農産物の販売(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

３　過去１年間に販売した農産物の出荷先について、す
べての出荷先とそのうち販売金額が最も多かった出
荷先を記入してください。

(該当する出荷先については、該当するものすべてを○で囲みます)
(売上１位の出荷先は、該当する番号を必ず一つだけ○で囲みます)

620

621

1

卸

売

市

場

１ １ １ １１

そ

の

他

消
費
者
に
直
接
販
売

小

売

業

者

食
品
製
造
業
者
・
外
食
産
業

１

農

協
以
外
の
集
出

荷

団
体

農

協

1 ２ ４ ６ ７５３

該当する出荷先

売上１位の出荷先
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９ 農作業の受託

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（簡素化）

戸数・面積の記入が困難であり、正確

な結果が得られないことから作業の有無

のみの把握に変更
作業面積戸 数

【 ９ 】 農作業の受託

過去1年間によそから受託した農作業について作業
を受託した世帯数と作業面積を記入してください。

711

713

715

717

719

712

714

716

718

720

ha
(町) (反)

a
(畝)

すべての作業を受託した

戸

作

業

別

に

受

託

し

た

721

723

722

724

１ 水稲作

育 苗

耕起・代かき

田 植

防 除

稲刈り・脱穀

乾燥・調製

【 ８ 】 農作業の受託
過去1年間によそから受託

した農作業について該当する
ものに○を記入してください。

す べ て の 作 業

作

業

別

に

受

託

１ 水稲作

育 苗

耕起・代かき

田 植

防 除

稲刈り・脱穀

乾 燥 ・ 調 製

701

702

704

703

1

1

1

1

705

706 1

1

707 1
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９ 農作業の受託(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（追加）

従来の沖縄県用調査票を廃止し、全国

統一の調査様式とするため、品目別経営

安定対策の対象品目であるさとうきびを

追加

（簡素化）

施策検討等での利用が少ないため、調

査客体の負担軽減の観点から簡素化

作業面積戸 数 ha
(町) (反)

a
(畝)戸

739

741

743

745

747

740

742

744

746

748

749

753

750

754

755

756

２ その他

麦 作

大 豆 作

野 菜 作

果 樹 作

飼料用作物

工芸農作物

その他の作物

うち酪農ヘルパー

畜 産

植 付 け

中 耕 ・ 培 土

防 除

収 穫

２ さとうきび

耕 起 ・ 整 地

す べ て の 作 業

作

業

別

に

受

託

708

709

711

710

1

1

1

1

712

713 1

1

714 1

３ その他

麦 作

大 豆 作

野 菜 作

果 樹 作

飼 料 用 作 物

工 芸 農 作 物

その他の作物

酪農ヘルパー

畜 産

715

716

718

717

1

1

1

1

719

720 1

1

721

722

1

1
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９ 農作業の受託(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更）

直接金額を記入することへの抵抗感に

より、2005年調査で記入を拒否する事例

が多かったことから、グレード別の把握

に変更

６　　過去１年間の農作業の受託による料金収入を記
入してください。

十 万円億 千 百

764

収入なし

収入あり

(該当に○印を記入します)

１ ～ ３ 億 円

３ ～ ５ 億 円

４ 過去１年間の農作業の受託による料金収
入はどれくらいですか。

723

販 売 な し

１ ５ 万 円 未 満

１５ ～ ５０万円

５０ 　　～　 １００万円

１００ ～ ２００万円

２００ ～ ３００万円

３００ ～ ５００万円

５００ ～ ７００万円

７００ ～ １０００万円

１０００ ～ １５００万円

１５００ ～ ２０００万円

２０００ ～ ３０００万円

３０００ ～ ５０００万円

５ ０ ０ ０ 万 　 ～ 　 １ 億 円

５ 億 円 以 上

01

11

10

09

08

07

06

05

04

03

02

15

14

13

12

16

17
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９ 農作業の受託(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（簡素化）

基本的項目として簡素化して継続

※組織農業経営体から牧草地経営体を

除く指標

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

５　農作業の受託を行っている地域的範囲について記
入  してください。

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

762主 な 範 囲

763最遠方範囲

旧
市
区
町
村
内

市

区

町

村

内

都
府
県
内(

支
庁
内)

都
府
県
外(

支
庁
外)

2 3 4 5

2 3 4 5

農

業

集

落

内

1

1

３ 受託した戸数と頭数を記入してください。（預託
牧場である場合のみ記入してください）

４ 参加世帯数を記入してください。（共同利用採
草・放牧場である場合のみ記入してください）

戸 数 戸 頭 数 頭

757

759

758

760

乳用牛

肉用牛

戸 数 戸

761

牧草地経営体である場合のみ記入してください。

５ 預託牧場として、牧草を栽培することによ
り、家畜の預託事業を営むことを行ってい
ますか。

６ 協同利用採草・放牧場として、共同で牧草を
栽培し、共同で採草、放牧に利用すること
を行っていますか。

【１】の１設問で「家族による経営でない」
と答えた方のみ記入してください。

725

行 っ て い る

行 っ て い な い 2

1

724

行 っ て い る

行 っ て い な い 2

1
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10 都道府県設定項目

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更なし）【10】都道府県設定項目

801

802

803

804

805

【９】都道府県設定項目

805

804

802

801

803
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11 山 林

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（簡素化）

基本的項目として継続

、「 、林業経営の規模指標であるが うち

他人に管理をまかせているもの 及び 保」 「

」 、有山林の所在地の面積割合 については

法令等に位置付けられた施策上の利活用

又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

１　所有山林面積・保有山林面積を記入してください。

２　保有山林の所在地についてその面積割合を記入し
てください。

ha
(町) (反)

a
(畝)

居住 ・
所在す
る県外

居住・所在する県内の

市区町
村外

市区町
村内

割割 割

906

【11】山林

保有山林(902 - 903 + 904)

902

903

904

905

所有している山林は

うち、他に貸している山林は
(自分の土地を他人に分収させている山林を含めます)

他から借り入れている山林は
(他人の土地に分収している山林を含めます)

うち、他人に管理をまかせているもの

３　保有山林のうちの人工林について、その面積を記入して
ください。

ha
(町) (反)

a
(畝)

人 工 林 計(908＋909＋910＋911)

911

908

909

910

４１年生 以上

１０年生以下
(人工林の伐採跡地を含めます)

１１～３０年生

３１～４０年生

１ 山林面積について記入してください。

ha
(町)(反)

a
(畝)

【10】山林

保有山林(902 - 903 + 904)

902

903

904

所有している山林

うち、他に貸している山林

他から借り入れている山林
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11 山 林(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（簡素化）

施策への直接利用は少ないが、外形基

準の判定の１要素であることから、作業

の有無のみ把握することとし簡素化
１

２ 保有山林における過去５年間の林業作業について
記入してください。

911植 林

下刈りなど

間 伐

１

１

主 伐

912

913

914 １

（２）保有山林における過去１年間の実作業面積につい
て記入してください。

４ 保有山林における林業作業について記入してください。

保有山林の実作業面積

ha
(町) (反)

a
(畝)

916

915

913

914

（１）保有山林における過去５年間の林業作業の有無に
ついて記入してください。

(該当するものすべてを○で囲みます)

主 伐

間 伐

植 林

下 刈り な ど

912 1 11 1

主

伐

間

伐

な
ど

下
刈
り

植

林
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12 林業労働力

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更なし）

基本的項目として継続

世帯員の労働力を【３】世帯での把握

をやめ、林業労働力として把握

※林業経営に投入した労働量を測る指標

（追加）

農業経営体の雇用労働力と整合を図る

ため、常雇を追加

（追加）

農業経営体の雇用労働力と整合を図る

ため、臨時雇を追加

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

２　過去１年間の林業受託作業のうち素材生産（立木買
いによる素材生産を含む）に従事した日数の合計を
記入してください。

日

929

１　過去１年間に林業経営の仕事に従事したすべての
人について記入してください。

【12】林業労働力

男
人

女
人

925

926

922

923

924

927

928

計

１００～１４９日

１５０～１９９日

　 １～ ２９日

 ３０～ ５９日

 ６０～ ９９日

２００～２４９日

２５０日以上　　

(一世帯一経営の場合の世帯員の労働は記入する必
要はありません)

２ 林業経営のために常雇いした人について、実人数と

従事した日数の合計を記入してください。

男

女

944943

実人数 人 日従事日数の合計

946945

３ 林業経営のために臨時雇いした人について実人数と

従事した日数の合計を記入してください。

男

女

954953

実人数 人 日従事日数の合計

956955

１ 世帯員又は経営の責任者・役員・構成員のうち林

業経営に従事した人について、実人数を記入してく

ださい。

【11】林業労働力

926

923

計

１００～１４９日

１５０～１９９日

１～ ２ ９日

３ ０ ～ ５ ９ 日

６ ０ ～ ９ ９ 日

２００～２４９日

２５０日以上

924

925

928927

930929

932931

934933

936935

女 人男 人
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13 林産物の販売

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更なし）

基本的項目として継続

（変更）

直接金額を記入することへの抵抗感に

より、2005年調査で記入を拒否する事例

が多かったことから、グレード別の把握

に変更

２　過去１年間の林産物の販売金額（売上高）の合計は
どれくらいですか。

十 万円億 千 百

942

販売なし

販売あり

(該当に○印を記入します)

用 材

素
材
で

立
木
で

特
用
林
産
物

ほ
だ
木
用
原
木

(該当するものすべてを○で囲みます)

1 1 1 1941

【14】林産物の販売

１ 過去１年間の林産物の販売について該当するもの
を選んでください。

【12】林産物の販売

963

用

材

961立 木 で

素 材 で

ほ だ 木 用 原 木

１

１

１

１特 用 林 産 物

962

964

１ 過去１年間の林産物の販売について該当する
ものを選んでください。

１ ～ ３ 億 円

３ ～ ５ 億 円

２ 過去１年間の林産物の販売金額（売上高）の
合計はどれくらいですか。

01

11

10

09

08

07

06

05

04

03

02

15

14

13

12

965

販 売 な し

１ ５ 万 円 未 満

１ ５ ～ ５ ０ 万 円

５ ０ 　 　 ～ 　 １ ０ ０ 万 円

１ ０ ０ ～ ２ ０ ０ 万 円

２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ 万 円

３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ 万 円

５ ０ ０ ～ ７ ０ ０ 万 円

７ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ 万 円

１ ０ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ 万 円

１ ５ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ 万 円

２ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ 万 円

３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ 万 円

５ ０ ０ ０ 万 　 ～ 　 １ 億 円

５ 億 円 以 上 17

16
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14 素材生産

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更なし）

基本的項目として継続

※林業経営体の生産量を測る指標

　　過去１年間の素材生産量を記入してください。

【13】素材生産

m3

931素 材 生 産 量

１　保有山林において、自ら伐採した素材生産量を記　
入してください。

m3

２　受託もしくは立木買いによる素材生産量を記入し　
てください。（主伐（請負）及び立木買いによるもの、　
間伐のうち利用したものを合計してください）

932

933うち、立木買いによるもの

素 材 生 産 量

m 3

２ 受託もしくは立木買いによる素材生産量を記
入してください。（間伐のうち利用したものも含
まれます）

973立 木 買 い に よ る

【13】素材生産

971素 材 生 産 量

１ 保有山林において、自ら伐採した過去１年間
の素材生産量を記入してください。

m 3

972素 材 生 産 量
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15 林業作業の受託

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（変更なし）

基本的項目として継続

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

988

990

作 業 受 託 等 面 積
a

(畝)
ha

(町)(反)

１ 山林作業の受託面積及び再委託に出した割
合を記入してください。

【14】林業作業の受託

982

984

986

981

983

985

987

989

植 林

下刈りなど

間 伐

受 託

立木買い

主
伐

割

うち
再委託

【16】林業作業の受託

962

964

966

968

970

ha
(町) (反)

a
(畝)

作 業 受 託 等 面 積

割

うち
再委託に
出した割合

961

963

965

967

969

山 林 保 有 者 か ら
山林保有
者以外
か ら

割

国・地方
公共団体等

うち不在村
割

個 人

割
うち不在村

割

そ の 他

割

受 託 先 別 の 割 合

植 林

下 刈 り な ど

間 伐

受 託

立木買い

主
伐

過去１年間の林業作業の受託について記入してください。

割
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15 林業作業の受託(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

（変更）

直接金額を記入することへの抵抗感に

より、記入を拒否する事例が多くあった

ことから、グレード別の把握に変更

２　林業作業の受託（立木買いによる素材生産を含む）
を行っている地域的範囲について記入してください。

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

971主 な 範 囲

972最遠方範囲

旧
市
区
町
村
内

市

区

町

村

内

都
府
県
内(

支
庁
内)

都
府
県
外(

支
庁
外)

2 3 4 5

2 3 4 5

農

業

集

落

内

1

1

３　林業作業の受託料金収入等について記入してくださ
い。

（１）過去１年間の林業作業の受託（立木買いによる
素材生産を含む）による料金収入を記入してくだ
さい。（立木買いによる素材生産の受託料金収
入は、素材売却額と立木購入額との差額としま
す）

十 万円億 千 百

973

収入なし

収入あり

(該当に○印を記入します)

２ 過去１年間の林業作業の受託（立木買いによる
素材生産を含む）による料金収入について記入
してください。

01

11

10

09

08

07

06

05

04

03

02

14

13

12

991

販 売 な し

１ ５ 万 円 未 満

１ ５ ～ ５ ０ 万 円

５ ０ 　 　 ～ 　 １ ０ ０ 万 円

１ ０ ０ ～ ２ ０ ０ 万 円

２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ 万 円

３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ 万 円

５ ０ ０ ～ ７ ０ ０ 万 円

７ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ 万 円

１ ０ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ 万 円

１ ５ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ 万 円

２ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ 万 円

３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ 万 円

５ ０ ０ ０ 万 　 ～ 　 １ 億 円

１ ～ ３ 億 円

３ ～ ５ 億 円

15

５ 億 円 以 上 17

16
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15 林業作業の受託(つづき)

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

974

割 割 割

(

立
木
買
い)

素

材

生

産

の　

受　

託

造
林
・
保
育

の　

受　

託

素

材

生

産

（２）受託料金収入のうち、次の受託作業について収
入割合を記入してください。

976

975

４　林業作業を受託（立木買いによる素材生産を含む）
している場合のみ、過去１年間の事業収入１位と２位
のものについて記入してください。

２ 位 の も の

１ 位 の も の

林

業

製

造

業

製

材

業

・

木

製

品

木
材
・
竹
材
卸
売
業

農

業

造

園

工

事

業

土

木

工

事

業

そ

の

他

の

事

業

7

7

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)
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16 その他

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

【 ４ 】 農業用機械

過去１年間に利用した機械(リース・共同利用を含み
ます)及び現在所有している機械(数戸で共有している
機械をお宅で保管している場合を含みます)について、
その実台数を記入してください。

台 台
利用 所有

271

272

273

277

278

279

280

281

ト

ラ

ク

タ

ー

乗

用

型

動 力 防 除 機

乗用型スピードスプレイヤー

動 力 田 植 機

自 脱 型 コ ン バ イ ン

普 通 型 コ ン バ イ ン

１ ５ 馬 力 未 満

１ ５ ～ ３ ０

３ ０ 馬 力 以 上
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(つづき)16 その他

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

【 ８ 】 農作業の委託

過去１年間によそに委託した水稲作作業について
記入してください。

701

(該当するものすべてを○で囲みます)

作 業 別 に 委 託す
べ
て
の
作
業
を
委
託

乾

燥

・

調

製

稲

刈

り

・

脱

穀

防

除

田

植

耕

起

・

代

か

き

育

苗

1

1 1 1 1

1

1 11
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(つづき)16 その他

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

な

ど

下
刈
り

植

林

主

伐

間

伐

過去１年間によそに委託した保有山林の林業作業
について作業ごとに割合を記入してください。

【15】林業作業の委託

951

割 割 割 割
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(つづき)16 その他

2010年農林業センサス(案) 2005年農林業センサス 変 更 内 容

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

（削除）

法令等に位置付けられた施策上の利活

用又は、施策の企画立案に直接利用がな

いことから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

１　山林を保有している場合のみ、過去１年間の収入が
最も多い事業について記入してください。

981

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

【17】その他の林業に関する項目

表紙の設問で「会社」と答えた方のみ記入してください。

林 業 建 設 業

1 2

木材・木製
品製造業
(家具を除く)

パルプ・
紙・紙加工
品製造業

3 4

その他の
事 業

5

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

982

雇 わ れ 自 営 業 そ

の

他

き
ま
っ
た
勤
め
先

出

稼

ぎ

日
雇
・
臨
時
雇

林

業

林

業

以

外

5 63 41 2

２　山林を保有している場合のみ、あなたの世帯で過去１
年間の収入が最も多いものについて記入してください。

表紙の設問で「家族による経営である」と答えた方のみ記入してください。


